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未来を見据えたマニュアルの電子化

富士通ラーニングメディアは、富士通が

販売する製品に添付されるマニュアルの制

作を行っている。同社が実際に手にかける

マニュアルの分野は、富士通の製品のうち

のコンピュータソフトウェアに関するもの

で、いずれの分野の製品も、マニュアル自

体にかなりボリュームがあって、制作期間

が長く、制作にかかる費用も大きかった。

しかし、コストを削減することはどこの

企業でも要求されている。質を求め続ける

マニュアルの制作にも、コスト削減が求め

られるようになってきたのだ。また、出荷

数が少ない製品のマニュアルも、顧客がい

る限りストックしておかなくてはならないの

で、どうしても無駄な在庫が発生すること

になる。

同社がこうした無駄を排除しつつ、品質

を確保してコスト削減を実現するために取

り組んだのは、マニュアルの制作と管理を

電子化することだった。電子化というのは、

マニュアルの制作工程はもちろん、その後

の保存などを専用のデータベースに任せる

ことである。これまでは、制作ばかりでな

く、できあがったマニュアル自体の保存と

管理が、同社にとって大きな仕事のひとつ

になっていた。だが、電子化というプロジ

ェクトが完了すれば、こうした業務にかか

る負担とコストが同時に軽減される。

今回、そのプロジェクトに取り組んだ1

人が、同社メディアサービス部・ドキュメ

ントサービス課長の川端自人氏である。そ

の彼がまずアプローチしたのは、マニュア

ル制作に関わる課題の洗い出しだった。単

純にマニュアルの制作過程を電子化しても、

大幅なコスト削減は達成できない。そうし

た点を考慮した結果、川端氏たちが選択し

たのがSGMLであった。

SGMLは、IBMが開発したGMLをベー

スにして作成された、コンピュータでドキ

ュメントを記述するための国際規約だ。タ

イトル、章分類、見出し、本文、奥付と

いうように、本づくりには構成要素のルー

ルがある。それをコンピュータ上で実現す

るための言語がSGMLである。この規約に

沿って作成されたドキュメントはメディア

に依存しないので、紙による印刷物ばかり

でなく、CD-ROMやオンラインマニュアル

などでも利用できる。事実、アメリカでは

政府調達物資のドキュメント制作にSGML

が積極的に採用されている。同社にとって

も、SGMLに基づいたマニュアル作成のル

ールを確立すれば、電子化のメリットは計

り知れないというわけだ。

SGML化にあたっては、規約に沿って執

筆者にマニュアルを書いてもらうためのル

ールづくりも同時に行った。執筆支援シス

テムはそのひとつで、章の分類、タイトル、

図版の指示などのタグ付けを執筆中にでき

るようにした。さらに過去のマニュアルや

文例などを、スピーディーに参照できるよ

うな仕組みも用意し、執筆者の負担の軽減

も図っている。また、執筆に使用する富士

通のワープロ「オアシス」の文書データを

SGML化するために、専用のシステムも開

発した。

こうして、マニュアル作成の電子化が完

成し、昨年の秋以降はすべてのマニュアル

がSGML規約に基づいて作成されている。

図版などにはやや手間がかかるということ
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SGMLによってマニュアルの電子化を実現した富士通は、す

でに社内ネットワークを使ったオンライン化を実現し、

Mosaicでの閲覧が可能になった。インターネットでのサー

ビスも今期末には開始する。
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だが、現在までにおよそ350点、90000ペ

ージほどのマニュアルがSGML化され、「富

士通マニュアルデータベース」に収められ

ている。今後作成されるマニュアルも順次

サーバーに保存されていく。

電子化によるコストの削減は予想以上

電子化による初の「作品」は、今年の

春にリリースしたUNIX関係のマニュアル

であった。このマニュアルは、SGMLの利

点を活かしてCD-ROMによっても提供され

たということだ。

川端氏は具体的な数字を明らかにしない

が、これまでのプロセスによるマニュアル制

作に比べ、電子化が達成できたことで、一

気に1/2程度にまでコストの圧縮が図れた

という。金額ベースに換算すると、実に数億

円規模の経費削減ということだから、電子

化が予想以上の結果をもらたしたことになる。

さらに組版などの制作期間が、これまで

の3か月から1か月程度に短縮できたことも

大きな収穫だ。一般に製品を開発しながら

進むマニュアルの制作は、製品の仕様変更

にともなって修正がつきまとう。大きな修

正となると、全面的に原稿を書き換えるよ

うな場合もあるようだ。執筆期間の短縮は、

こうした修正を減少させるという副次的な

効果ももたらした。修正にかかる無駄な時

間の浪費もこれで抑えられたというわけだ。

また、近い将来、他のメディアたとえば

CD-ROMなどでの流通が一般的になってく

れば、今以上に制作コストが圧縮できるこ

とは想像するに難くない。さらに、インタ

ーネットによるマニュアルのオンライン化が

軌道に乗れば、製品に添付するマニュアル

の簡素化も期待できそうだ。それ以上に詳

しいことを知りたいときは、必要に応じて

インターネットからマニュアルサーバーにア

クセスすればいい。

その結果、コストの下がった分が製品の

価格引き下げに反映されるなんてことも十

分に考えられる。もろちん、顧客のニーズ

に合わせたメディアによるマニュアルの提供

も、今後は多くなってくるに違いない。

インターネットへの接続は
1995年3月頃を予定

このプロジェクトをスタートした3年前に

は予想もしていなかった変化が、その後起

きた。

その1つはわが国でもインターネットの商
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業利用が可能になったことである。わが国

では、昨年からインターネットの商業利用

が可能になり、ネットワークサービスプロ

バイダー（NSP）に申し込めば誰でもイン

ターネットをビジネスに利用できるように

なった。これによってマニュアルをオンライ

ンで提供するインフラが構築されたわけだ。

紙であれCD-ROMあれ、マニュアル自体

を届けるという物流をはずすことはできな

い。だがインターネットを利用すれば、物

流という手間とコストを省くことができる。

直接的ではないが、インターネットからの

利用が増えれば、これまたコストの削減に

つながるというわけである。

そしてもう1つは、インターネットで利用

する「Mosaic(モザイク)」というマルチメ

ディア検索ソフトの普及である。このマル

チメディア検索システムは、正しくは

World Wide Web（ワールドワイドウエブ、

WWW）と呼ばれ、文字、画像、動画、

音声などのデータが扱えるハイパーメディ

ア検索システムが構築できるというもの。

このシステムを使ったインターネットでの情

報提供が、とくに昨年頃から急速に普及し

てきた。そして、じつはこのMosaicで用い

られているデータ記述の規約「HTML」が、

SGMLと兄弟と言えるほど似通っているの

である。ということは、これまでSGMLで

作成してきたマニュアルが、Mosaicでも提

供可能になったということである。川端氏

らのプロジェクトは、このことにいちはやく

注目したわけである。そこでSGMLで書か

れたマニュアルをHTMLへ自動変換できる

ようにした。これでスピーディーにMosaic

対応の電子マニュアルを作り出すことがで

きるようになった。

具体的なインターネットへの接続だが、

CD-ROMに比べるとやや遅れをとっている

が、着実に進められている。「WWWマニ

ュアルサーバ」は、この10月にTCP/IPプ

ロトコルを利用した社内ネットワークに接

続された。一部ではすでに製品のサポート

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

マニュアル制作の
ためにSGMLエデ
ィタを使ってタグ
つけをしていると
ころ。

WWWサーバは、UNIX
のワークステーション
上に構築され、社内
LANに接続されている。

今回、取材に応じてくれた富士
通ラーニングメディアメディ
アサービス部課長　川端自人
氏。
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▼
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などに活用されはじめて、「実用化試験」

という意味では結果を出している。使い勝

手を含めて社内の評判もなかなか上々のよ

うだ。

インターネットという公開されたネット

ワークへの接続は、本年度末頃になりそう

だ。もちろんインターネットに接続されれ

ば、世界中のどこからでも同社のホームペ

ージを経由をして、WWWマニュアルサー

バを検索できるようになる。公開時に検索

できるマニュアルは数百冊程度になる予定

だ。今後、逐次登録されるマニュアルが増

えてくれば、製品の使用方法などを確認す

るために紙のマニュアルを探すという手間

が減少することは間違いないだろう。

ところで、インターネットの接続に関し

ては、マニュアル作成とともにセキュリテ

ィーと課金という問題が残されている。マ

ニュアルによっては、購入者あるいは契約

者にだけしか見せないものも多い。そうし

たマニュアルを置いたデータベースをインタ

ーネットに接続するには、しっかりとした

ガードが必要である。もちろんファイアウ

ォールの設定によって、社内の情報が流出

しないようなシステムづくりも求められるだ

ろう。

取材の段階では、具体的な方法は明ら

かにしていないが、何らかの方法でユーザ

ーの識別を行うことになるようだ。また、

検索の料金も今のところ未定だが、基本的

には有料という方針を打ち出している。た

とえば、製品の購入者に対してあらかじめ

アカウントを与えておき、そのマニュアル

だけをインターネット経由で参照させると

いった具合だ。

いずれにしても、詳細なところは、来春

のインターネットとの接続までに詰めてい

く。なお、利用できる言語は、ここしばら

く日本語のみとなっている。英文のマニュ

アルに関しては、現在準備を進めている段

階だということだ。

ハイパーマニュアルをにらむセカンドステージ

マニュアルの目的は、製品などの使い方

や注意点をわかりやすく説明することであ

る。それを達成するために、これまでにも

さまざまなアプローチが見られた。身近な

家電製品のマニュアルでは、ふんだんに写

真やイラストを取り込んで、文字数を減ら

す努力を行っている。また、ワープロなど

の情報家電では、ビデオテープなどのパッ

ケージメディアを、紙のマニュアルのサプ

ルメントとして添付することも多い。マニ

ュアル作成者は、努力を日々続けてきた。

そんな努力を電子化は過去のものにしてし

まう可能性がある。

川端氏らが電子化セカンドステージとし

て取り組もうとしているのは、ハイパーマ

ニュアルづくりだ。ハイパーマニュアルは、

文字や画像だけでなく、動画や音声なども

有機的に結び付けて、操作方法や各種の

情報を提供しようというものである。関連

した情報をマウスをクリックするだけで取

り出してくるなんてことは、紙のマニュア

ルがどんなに努力してもできないことだ。

川端氏が今進めているハイパーマニュア

ルの第一歩は、CD-ROMという形で実現

しそうである。技術情報を一般ユーザー向

けに紹介、説明するものとのことだが、多

くのデータを収めることのできるCD-ROM
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インターネットビジネス利用の現場から

のポテンシャルを活かして、文字や図版以

外に映像や音声を盛り込んだものになると

いう。また、こうしたマニュアルは、わか

りやすいことも重要だが、作業の効率のア

ップや省力化も重要なキーだ。CD-ROMに

よるマニュアルは、そういった点での効果

も十分に期待できる。

となると、次のステップは間違いなく

Mosaicを利用したハイパーマニュアルの実

現になってくる。川端氏によると、インタ

ーネットの現状から見て、実現のために越

えなくてはならないハードルがまだ多いとい

う。しかし、セカンドステージに向けて準

備にとりかかっていることも確かだ。今回

構築したWWWマニュアルサーバからハイ

パーマニュアルが流れるようになるのも、そ

う遠いことではないだろう。

（編集：saitou-a）
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